
自民党熊本県連　４億5076万円
（1985-2000年 自民党熊本県建設支部を経由も含む）

旧建設省出身の自民国会議員　２３００万円
（佐賀選出・陣内孝雄 1995-2000年）

自民党国会議員（1995年～2000年）
松岡利勝 3385万円　林田　彪 6726万円
園田博之 2269万円　矢上雅義  336万円
木村　仁  240万円　渡瀬憲明  178万円
（献金額は上記議員支部長の自民支部などが中心）

　
日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員
は
１１
月
２５
日
、

災
害
問
題
を
議
論
す
る
国
土
交
通
委
員
会
で
８
月
３０
日

の
台
風
１６
号
に
関
わ
る
被
害
と
川
辺
川
ダ
ム
の
治
水
問

題
で
質
問
。
９
月
１６
日
、
１1
月
１２
、
１３
日
の
２
回
の
現
地
調

査
を
も
と
に
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
以
下
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

企
業
・
団
体
献
金
も
ら
わ
な
い
党
の
本
領
を
発
揮

事
業
と
ま
ら
な
い
大
本 

自
民
・
ゼ
ネ
コ
ン
の
ゆ
着
あ
ば
く

　
「
事
業
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、

自
民
党
熊
本
県
連
の
収
入
の
約

七
割
が
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
建
設
業
界

の
献
金
」
―
―
川
辺
川
ダ
ム
問
題

で
自
民
・
ゼ
ネ
コ
ン
の
ゆ
着
を
追

及
し
た
の
が
日
本
共
産
党
で
す
。

自
民
献
金
「
額
多
す
ぎ
る
」（
国
交
相
）

日
本
共
産
党
・
小
沢
質
問
を
業
界
へ
配
布

　
小
沢
前
議
員
は
、川
辺
川
ダ
ム

な
ど
の
受
注
企
業
が
自
民
党
熊

本
県
連
に
４
億
円
以
上
の
政
治

献
金
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
指
摘
、

公
共
事
業
受
注
企
業
か
ら
の
政

治
献
金
の
禁
止
を
要
求
。

　
「
額
が
多
す
ぎ
る
感
じ
は
あ
る
。

正
直
言
っ
て
び
っ
く
り
し
て
い
る
」

「
こ
の
業
者
に
も
今
回
の
小
沢
議

員
の
議
事
録
も
配
布
し
て
、業
界

を
指
導
し
て
い
く
」（
国
交
相
）と

答
弁
、政
府
を
動
か
し
ま
し
た
。

住
民
の
利
益
第
一
の
党
―
―
現
場
の
声
で
政
府
お
い
つ
め
る

推
進
根
拠
く
ず
し 

ダ
ム
本
体
工
事
断
念
へ
道
ひ
ら
く

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
建
設
受
注
企
業

川
辺
川
ダ
ム
推
進

川
辺
川
ダ
ム
推
進

川辺川ダム建設用地で、所
有者に無断で立ち木伐採、
墓石を移動した現場を調
査する小沢前議員。その
後この問題を国会で追及。

◎
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員

　
芦
北
町
漆
口
（
う
す
く
ち
）

で
水
害
を
受
け
た
方
か
ら
、
「今

回
も
２
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
水

が
出
た
。
畳
が
跳
ね
上
が
り
、

冷
蔵
庫
な
ど
家
財
道
具
が
流

さ
れ
た
」
「
２
階
の
窓
な
ど
は
、

締
め
き
り
に
す
る
と
家
が
水

圧
で
壊
れ
る
の
で
、
開
け
放
し

に
し
て
い
る
」
と
聞
い
た
。
昭
和

３０
年
代
か
ら
今
年
も
含
め
数

回
も
繰
り
返
し
被
害
を
う
け

て
い
る
。
例
え
ダ
ム
が
で
き
て

も
浸
水
が
繰
り
返
さ
れ
る
地

域
だ
と
国
交
省
も
い
っ
て
い
る
。

直
ち
に
対
策
を
と
る
べ
き
。

●
北
側
一
雄
・
国
土
交
通
大
臣

　
国
・
熊
本
県
・
芦
北
町
の
３

者
が
連
携
し
て
対
策
に
取
り

組
む
。
今
年
度
、
現
地
調
査
し
、

来
年
度
、
具
体
的
な
治
水
対

策
に
つ
い
て
調
査
し
、
宅
地
か

さ
上
げ
の
整
備
方
法
な
ど
現

地
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

早
期
に
対
策
を
実
施
し
た
い
。

　
日
本
共
産
党
と
小
沢
前
議
員
は
、

国
会
質
問
な
ど
で
政
府
の
ダ
ム
推

進
根
拠
を
く
ず
し
、「
住
民
討
論

集
会
を
最
大
限
に
尊
重
」（
扇
国

土
交
通
相
）と
答
弁
さ
せ
る
と
こ

ろ
ま
で
政
府
を
追
い
詰
め
ま
し
た
。

治
水

　
国
交
省
河
川
整
備
検
討
会
の
「
ダ
ム
な
し
で
治
水
可
能
」

の
速
記
録
を
公
表
し
、ダ
ム
推
進
の
根
拠
を
崩
し
ま
し
た
。

水
害
死
者
数
の
誇
大
宣
伝

「
昭
和
38
年
が
死
者
46
人
と
い
っ
た
。

本
当
は
死
傷
者
46
人
と
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
、死
傷
の
傷
が
抜
け
て
い
た
。言
い
違
い
で
す
」（
国
交
相
）と
訂
正
。

温
泉
の
泉
源
切
り
掘
削
や
め
た

ダ
ム
が
な
く
て
も
掘
削
な
ど
河
川
改

修
で
防
災
は
可
能
と
質
問
し
、河
川

局
長
が
「
温
泉
の
泉
源
を
切
っ
た
」
の
で
掘
削
を
や
め
た
と
答
弁
し
た
問
題

も
、地
元
の
八
代
工
事
事
務
所
が
「
国
会
答
弁
は
間
違
い
」
と
訂
正
。

漁
業
補
償
案
の
臨
時
総
会
否
決

  

ダ
ム
推
進
派
の
球
磨
川
漁
協
執
行
部

が
「
漁
業
権
収
用
で
補
償
金
が
三
分

の
一
に
な
る
」
と
い
う
デ
マ
を
流
し
、漁
業
補
償
案
採
決
へ
躍
起
に
な
っ
て
い

た
と
き
、小
沢
議
員
事
務
所
は
「
補
償
は
切
り
下
げ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
国

に
確
認
さ
せ
、現
地
に
入
っ
て
漁
民
・
住
民
を
激
励
。
球
磨
川
漁
協
の
臨
時

総
会
で
漁
業
補
償
案
が
否
決
。「
ダ
ム
ノ
ー
」
の
流
れ
へ
大
き
な
転
換
に
。
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◎
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員

　
１６
号
台
風
で
、
人
吉
地
区
で

は
毎
秒
何
ト
ン
の
水
が
流
れ
た

の
か
。
ま
た
、
観
測
地
点
で
の

水
位
は
。

●
清
治
真
人
河
川
局
長

　
流
量
は
毎
秒
４
３
０
０
ト
ン

で
計
画
の
４
千
ト
ン
を
上
回
る
。

水
位
の
ピ
ー
ク
は
８
月
３０
日

１６
時
４０
分
の
３
・９６
メ
ー
ト
ル
。

直
ち
に
土
砂
・
堆
積
物
を

浚
渫
す
べ
き
（
仁
比
）

詳
細
な
調
査
す
る
（大
臣
）

◎
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員

　
計
画
の
危
険
水
位
の
３
・４０

メ
ー
ト
ル
も
こ
え
て
い
る
。
現

地
を
み
た
が
、
織
月
大
橋
か

ら
西
瀬
橋
付
近
、
中
川
原
公

園
周
辺
な
ど
の
土
砂
が
堆
積

し
て
い
る
。
か
つ
て
は
川
や
水

が
流
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
。
川

の
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に

も
直
ち
に
土
砂
・
堆
積
物
を

浚
渫
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
北
側
一
雄
・
国
土
交
通
大
臣

　
詳
細
な
調
査
を
し
て
検
討
し

た
い
。

◎
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員

　
計
画
降
水
量
の
４
千
ト
ン
を

超
え
、
４
３
０
０
ト
ン
の
水
量

が
な
が
れ
た
。
実
態
と
計
画
に

は
乖
離
が
あ
る
。

　
現
行
の
計
画
は
、
１
９
６
６

年
に
決
定
し
、
基
本
的
な
部

分
は
変
更
せ
ず
３８
年
も
た
っ
て

い
る
。
人
吉
地
区
の
河
川
改
修

も
す
す
み
、
さ
ら
に
上
流
部

分
の
森
林
も
成
長
し
、
森
林
の

保
水
力
も
向
上
し
て
い
る
。
実

態
に
か
み
合
わ
ず
、
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

●
北
側
一
雄
・
国
土
交
通
大
臣

　
河
川
法
改
正
を
受
け
新
し

い
治
水
計
画
と
し
て
方
針
・
計

画
を
策
定
中
。
今
年
の
洪
水

も
含
め
て
調
査
・
検
討
す
る
。

◎
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員
　

責
任
を
は
た
し
て
、
河
川
改
修

を
す
る
な
ら
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
対
策
は
球
磨
川
流
域
に

お
い
て
可
能
だ
。

●穀田恵二党国対委員
長（左３人目）、宮岸徹・
赤嶺政賢衆議院議員秘
書（左２人目）らと現地調
査する仁比議員

※人吉地区の河川整備計画は基本高水流量を７０００トンとし、
この内、市房ダムと川辺川ダムで３０００トンをカットし、４０００ト
ンの河道を確保する。現在の流下能力は掘削、築堤で３９００
トンまで確保している。��


